
 

 

たんぽぽだより 

令和元年１０月号 №５１ 砂川市病児・病後児保育施設 

  Tel  0125-54-2278 

  色づく木の葉に、地面に重なる落ち葉や木の実。季節はもうすっかり秋ですね。朝晩は冷え込むようになってきま

した。その日の天候や子どもの体調に合わせて、衣服を調節しましょう。外気を肌で直接感じることで自律神経が整

い病気への抵抗力が高まるので薄着の習慣をつけることも大切です。大人より 1 枚少なめを目安に薄手の衣服を重

ねるなどして体温調節をしましょう。秋の自然や味覚に触れて、今月も元気に過ごしたいですね。 

 

 

 

 

 

視力の発達に重要な乳幼児期 

 生まれたばかりのときは 0.01 くらいだっ

た視力は、生後６週ころからぐんぐんと

発達。５歳で 1.0 以上になり、その後発達

の程度は緩やかになり、８～10 歳くらい

で完全に止まります。ですから、乳幼児期

に、なんらかのトラブルで視力の発達が

うまくいかなかった場合、その後視力を

伸ばすのはとても難しいのです。 

日ごろから子どもの目の状態に注意を向

け、おかしいと思ったら、早めに受診しま

しょう。 

 

 

 

目の日 

涙の役割 

ビタミン A→目の粘膜を強くする 
（にんじん・ほうれんそう・かぼちゃなどの緑黄色野菜） 
ビタミン B 群→目の神経の働きを助ける 
（B1 豚肉・サバ・玄米・レンコン B2 レバー・納豆・卵・のり） 
ビタミン C→目の健康を保つ 
（柿・小松菜・ブロッコリー・じゃがいも・さつまいも・大根） 

涙には、様々な役割があり、瞬きに
よって出てきます。 
◎目の表面（角膜）の乾燥を防ぎ、

傷の治りを早める 
◎細菌やアレルギー物質を洗い流

す 
◎目の表面に酸素や栄養を運ぶ 

10 月 10 日は目の日です。目によいとさ
れている食べ物を紹介します。 

●目によい栄養 ABC● 

１０月１０日は「目の愛護デー」です。「１０」を２つ並べて横

にしたときに眉と目の形に見えることから名づけられた

そうです。乳幼児期はもっとも目の機能が育つ時期で

す。前髪が目にかからないようにしたり、汚れた手で目

をこすらないようにしたりして、目に優しい生活を心が

けましょう。また、長時間テレビを見たりテレビゲームを

したりすると、目は酷使されます。時間を決めるなどし

て、控えるようにしましょう。 

 目を大切に！ 砂川市病児・病後児保育施設のようす  

 

先月は、急性上気道炎、中耳炎、急性扁桃炎、などでの利用

がありました。登録は随時受け付けています。本格的な風邪シ

ーズンの前に登録を済ませましょう。 

 

 

 

７月  ２７人 

８月  １１人 

９月  ２６人 

（２０日現在） 

 

利用状況  

 

 

感染室の壁面 

 


